
特集・メンタルヘルス①～一般教職員のための基礎知識～

67 大学と学生 2009.6

一　

自
殺
死
亡
数
の
推
移

最
近
は
自
殺
（
英
語
で
はsuicide

［
自
ら
を
殺
す
＝
自
殺
］
ま

た
は
独
語
で
はSelbstm
ord

［
自
ら
の
死
＝
自
死
］）
に
よ
っ
て
死

亡
す
る
人
が
毎
年
三
万
人
を
超
え
、
深
刻
な
社
会
問
題
に
な
っ
て
い

ま
す
（
図
１
）。
こ
の
悲
劇
は
自
殺
（
既
遂
）
者
自
身
だ
け
で
な
く
、

自
殺
未
遂
者
、
家
族
や
友
人
な
ど
に
も
及
び
、
自
殺
に
苦
し
む
人
々

は
年
間
百
数
十
万
人
に
及
ぶ
と
も
言
わ
れ
ま
す
。
年
齢
が
高
く
な
る

に
つ
れ
て
自
殺
者
数
が
増
加
す
る
傾
向
は
世
界
に
共
通
し
て
い
ま
す

が
、
戦
後
間
も
な
い
わ
が
国
で
は
、
高
齢
者
の
自
殺
頻
度
の
高
さ
に

加
え
て
青
年
男
子
の
自
殺
が
多
く
、
自
殺
者
数
の
分
布
に
二
つ
の
山

が
み
ら
れ
ま
し
た
（
図
２
）。
二
峰
性
の
分
布
を
「
日
本
型
」
と
呼

ば
れ
ま
し
た
。
し
か
し
大
戦
終
了
後
か
ら
年
が
経
つ
に
つ
れ
て
青
年

の
山
は
消
失
し
、
西
欧
型
の
高
齢
者
優
位
の
分
布
に
近
づ
い
て
い
ま

し
た
。
し
か
し
バ
ブ
ル
経
済
の
崩
壊
か
ら
倒
産
や
リ
ス
ト
ラ
が
多
発

し
、
中
高
年
の
自
殺
者
が
急
増
す
る
こ
と
に
な
り
ま
し
た
。

自
殺
者
の
数
は
男
女
を
見
る
と
男
性
が
多
く
、
女
性
に
少
な
い
傾

向
が
あ
り
ま
す
（
図
３
）。
一
方
、
女
性
で
は
自
殺
未
遂
が
多
く
、

そ
の
理
由
の
一
つ
は
自
殺
手
段
の
相
違
で
あ
る
と
い
わ
れ
ま
す
。
す

な
わ
ち
男
性
は
よ
り
確
実
に
死
に
至
る
手
段
を
用
い
る
傾
向
が
あ
る

の
に
対
し
、
女
性
は
服
薬
自
殺
な
ど
救
命
さ
れ
る
可
能
性
の
高
い
手

段
を
用
い
る
傾
向
が
あ
る
た
め
で
す
。
そ
の
意
味
で
自
殺
危
険
性
を

中 

村  

道 

彦

（
京
都
教
育
大
学
教
授
・
保
健
管
理
セ
ン
タ
ー
所
長
）

◆
連
　
載
◆

死
な
な
い
で
、
死
な
せ
な
い
で

　
　
～
自
殺
を
防
ぐ
た
め
に
（
そ
の
一
）
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図１　自殺死亡数の年次推移

図２　性年齢別自殺死亡率の年次比較
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評
価
す
る
と
き
に
男
性
で
あ
る
こ
と
が
考
慮
さ
れ
て
い
ま
す
。一
方
、

子
供
の
自
殺
の
特
徴
と
し
て
、
①
衝
動
性
（
若
年
者
で
あ
る
ほ
ど
感

情
の
高
ま
り
で
突
発
的
に
自
殺
が
発
生
す
る
）、
②
確
実
な
自
殺
手

段
の
使
用
、
③
連
鎖
（
群
発
）
傾
向
（
友
人
の
自
殺
や
自
殺
報
道
に

影
響
さ
れ
て
自
殺
が
＂
伝
染
〟
す
る
傾
向
）、
④
現
実
味
に
欠
け
て

美
化
さ
れ
た
死
生
観
、
な
ど
が
挙
げ
ら
れ
ま
す
。

二　

自
殺
の
定
義
と
心
理
的
背
景

自
殺
は
自
ら
が
意
図
し
て
自
ら
に
課
し
た
死
と
い
う
人
間
の
行
為

で
す
。
自
殺
は
自
明
の
現
象
の
よ
う
に
思
え
ま
す
が
、
事
故
な
の
か

事
件
な
の
か
判
断
の
つ
き
に
く
い
自
殺
も
あ
り
ま
す
。
そ
の
た
め
自

殺
で
あ
る
か
ど
う
か
の
判
断
は
慎
重
に
行
わ
れ
ま
す
。
自
殺
の
特
色

を
分
析
（
心
理
学
的
剖
検
）
す
る
た
め
に
、
自
殺
死
で
あ
る
と
い
う

確
定
度
（
例
え
ば
遺
書
や
自
殺
を
暗
示
す
る
言
動
の
有
無
）、
自
殺

手
段
と
そ
の
使
い
方
か
ら
推
定
さ
れ
る
致
死
力
（
睡
眠
薬
に
よ
る
自

殺
は
縊
首
よ
り
も
致
死
力
が
低
く
、
寝
室
に
お
け
る
睡
眠
薬
服
用
は

浴
室
に
お
け
る
睡
眠
薬
服
用
よ
り
致
死
力
が
低
い
な
ど
）、
死
に
た

い
と
思
う
意
図
の
強
さ
（
一
ヶ
月
前
か
ら
自
殺
場
所
の
下
見
を
す
る

な
ど
）、
自
殺
を
抑
制
す
る
緩
衝
因
（
家
族
、
希
望
、「
死
ぬ
な
」
の

一
言
な
ど
）、
自
殺
手
段
（
睡
眠
薬
、
硫
化
水
素
ガ
ス
、
入
水
、
飛

図３　自殺者の年度変化
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び
込
み
、
飛
び
降
り
な
ど
）
な
ど
が
評
価
さ
れ
ま
す
。

そ
れ
で
は
人
は
な
ぜ
自
殺
を
す
る
の
で
し
ょ
う
か
？ 

私
た
ち
は

生
き
た
い
と
い
う
本
能
（
エ
ロ
ス
）
を
も
っ
て
い
ま
す
。
し
か
し
反

対
に
死
に
た
い
と
す
る
本
能
（
タ
ナ
ト
ス
）
も
存
在
す
る
と
い
わ
れ

ま
す
。
こ
の
本
能
の
存
在
を
疑
問
視
す
る
人
も
い
ま
す
が
、
人
は
自

ら
の
生
存
に
不
利
に
な
る
と
わ
か
っ
て
い
て
も
、
あ
る
行
動
を
と
り

続
け
る
こ
と
が
あ
り
ま
す
。
例
え
ば
、
健
康
を
害
す
る
こ
と
を
承
知

し
て
い
て
も
タ
バ
コ
を
や
め
よ
う
と
し
な
か
っ
た
り
、
カ
ー
・
レ
ー

サ
ー
や
ロ
ッ
ク
・
ク
ラ
イ
マ
ー
の
よ
う
に
危
険
な
挑
戦
を
続
け
た
り
、

さ
ら
に
地
球
規
模
で
は
絶
滅
の
危
険
を
知
り
な
が
ら
核
兵
器
を
持
ち

つ
づ
け
よ
う
と
し
た
り
、
環
境
を
汚
染
し
て
自
ら
生
存
を
危
う
く
し

た
り
し
ま
す
。
こ
の
よ
う
な
衝
動
の
一
部
は
死
の
本
能
に
基
づ
く
も

の
か
も
知
れ
ま
せ
ん
。

三　

自
殺
行
動
と
自
殺
学

自
殺
行
動
に
は
、
希
死
念
慮
、
自
殺
念
慮
、
自
殺
企
図
、
自
殺
未

遂
・
既
遂
が
あ
り
ま
す
。
希
死
念
慮
は
、
具
体
的
な
自
殺
手
段
は
考

え
て
は
い
ま
せ
ん
が
、「
死
に
た
い
。」
と
い
う
意
志
を
表
現
す
る
も

の
を
い
い
ま
す
。
自
殺
念
慮
は
具
体
的
な
自
殺
手
段
や
時
期
な
ど
を

考
え
る
こ
と
で
、
希
死
念
慮
の
よ
う
に
た
だ
死
を
望
む
だ
け
で
は
あ

り
ま
せ
ん
。
そ
の
意
味
で
も
自
殺
念
慮
は
希
死
念
慮
よ
り
も
自
殺
の

危
険
性
が
高
く
な
り
ま
す
。
自
殺
企
図
は
念
慮
を
行
動
に
移
す
こ
と

を
い
い
ま
す
。
首
を
吊
っ
て
死
に
た
い
と
考
え
た
人
が
、
ロ
ー
プ
を

探
し
に
納
屋
に
行
っ
た
り
、
首
を
吊
る
場
所
を
探
し
に
出
か
け
る
な

ど
の
準
備
的
な
行
動
か
ら
、
ロ
ー
プ
を
首
に
掛
け
る
と
い
う
行
動
ま

で
を
含
み
ま
す
。
自
殺
企
図
は
自
殺
念
慮
よ
り
も
危
険
性
が
高
ま
り

ま
す
。
自
殺
未
遂
は
足
台
を
蹴
っ
て
首
を
吊
っ
た
後
、
幸
い
ロ
ー
プ

が
切
れ
て
助
か
る
場
合
を
い
い
ま
す
。
自
殺
既
遂
は
自
殺
に
よ
っ
て

不
幸
に
も
一
命
を
落
と
し
た
場
合
を
い
い
ま
す
。

以
上
の
よ
う
な
自
殺
に
関
わ
る
事
象
を
扱
う
学
問
は
自
殺
学
と
呼

ば
れ
ま
す
。
自
殺
学
は
主
に
予
防（
プ
リ
ヴ
ェ
ン
シ
ョ
ン
）、介
入（
イ

ン
タ
ー
ヴ
ェ
ン
シ
ョ
ン
）、
事
後
対
応
（
ポ
ス
ト
ヴ
ェ
ン
シ
ョ
ン
）

の
三
領
域
に
つ
い
て
研
究
・
実
践
す
る
も
の
で
す
。
中
で
も
自
殺
を

発
生
さ
せ
な
い
よ
う
に
す
る
予
防
は
、
自
殺
学
の
も
っ
と
も
大
切
な

課
題
で
す
。
不
幸
に
し
て
自
殺
が
発
生
し
た
ら
早
期
発
見
、
早
期
対

応
が
必
要
で
す
。
介
入
に
あ
た
っ
て
は
様
々
な
機
関
や
組
織（
家
族
、

地
域
住
民
、
職
場
・
学
校
の
職
員
や
同
僚
、
警
察
、
医
療
機
関
や
心

理
相
談
な
ど
の
専
門
家
な
ど
）
と
連
携
を
と
り
な
が
ら
、
で
き
る
だ

け
素
早
い
対
応
が
必
要
に
な
り
ま
す
。
殊
に
救
急
医
療
の
介
入
は
不

可
欠
で
す
。
事
後
対
応
は
自
殺
未
遂
者
に
対
す
る
自
殺
の
再
発
防
止

や
自
死
遺
族
に
対
す
る
ケ
ア
な
ど
が
主
な
課
題
に
な
り
ま
す
。
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四　

自
殺
の
分
類

自
殺
の
特
徴
か
ら
種
々
の
分
類
が
さ
れ
ま
す
。
制
度
的
な
自
殺
と

個
人
的
な
自
殺
に
大
き
く
分
け
ら
れ
ま
す
。
か
つ
て
わ
が
国
で
も
切

腹
と
い
う
制
度
的
な
自
殺
が
あ
り
ま
し
た
。
小
林
正
樹
監
督
の
『
切

腹
』（
一
九
六
二
年
）
で
は
、
仲
代
達
矢
の
演
ず
る
津
雲
半
四
郎
が

自
ら
の
壮
絶
な
死
を
も
っ
て
、
切
腹
に
象
徴
さ
れ
る
武
士
社
会
の
非

情
さ
を
訴
え
ま
す
。
ま
た
イ
ン
ド
で
は
夫
が
死
亡
す
る
と
妻
が
殉
死

さ
せ
ら
れ
る
制
度
が
あ
り
、
こ
れ
も
マ
イ
ケ
ル
・
ア
ン
ダ
ー
ソ
ン
監

督
の
『
80
日
間
世
界
一
周
』（
一
九
五
六
年
）
に
描
か
れ
て
い
ま
す
。

デ
ヴ
ィ
ッ
ド
・
ニ
ー
ヴ
ン
演
ず
る
フ
ィ
リ
ア
ス
・
フ
ォ
グ
氏
は
八
〇

日
間
で
世
界
を
一
周
す
る
と
い
う
賭
を
し
て
召
使
い
の
パ
ス
パ
デ
ュ

（
カ
ン
テ
ィ
ン
フ
ラ
ス
）
を
伴
っ
て
旅
を
す
る
途
中
、
イ
ン
ド
で
殉

死
さ
せ
ら
れ
よ
う
と
す
る
ア
ウ
ー
ダ
姫
（
シ
ャ
ー
リ
ー
・
マ
ッ
ク
レ

ー
ン
）
を
助
け
、
最
後
に
世
界
一
周
を
成
功
さ
せ
て
英
国
に
帰
国
し

た
二
人
が
結
ば
れ
る
と
い
う
お
話
し
で
し
た
。

個
人
的
な
自
殺
に
は
、
慢
性
自
殺
、
清
算
自
殺
、
精
神
病
的
自
殺
、

部
分
自
殺
、
事
故
自
殺
、
実
存
自
殺
、
殺
人
自
殺
、
連
鎖
（
群
発
）

自
殺
、
集
団
自
殺
な
ど
が
あ
り
ま
す
。
集
団
自
殺
は
制
度
的
な
自
殺

で
も
起
こ
り
ま
す
。
慢
性
自
殺
は
あ
る
行
為
が
死
を
も
た
ら
す
こ
と

を
知
り
な
が
ら
も
そ
の
行
為
を
続
け
る
こ
と
で
、
喫
煙
も
こ
れ
に
含

ま
れ
ま
す
。
部
分
自
殺
は
生
命
を
絶
つ
こ
と
な
く
、
自
己
の
身
体
の

一
部
を
傷
つ
け
る
こ
と
で
、
焦
点
自
殺
、
パ
ラ
自
殺
、
自
傷
行
為
、

手
首
自
傷
症
候
群
（＂
リ
ス
カ
〟）、
意
図
的
自
傷
（
Ｄ
Ｓ
Ｈ
）
な
ど

と
呼
ば
れ
て
い
ま
す
。
事
故
自
殺
や
殺
人
自
殺
は
、
自
殺
を
事
故
や

殺
人
に
見
せ
か
け
る
も
の
で
す
。
実
存
自
殺
は
厭
世
観
や
虚
無
感
、

あ
る
い
は
強
い
哲
学
的
・
思
想
的
な
信
条
か
ら
自
殺
を
行
う
も
の
で
、

三
島
由
紀
夫
氏
の
割
腹
自
殺
は
世
界
に
衝
撃
を
与
え
ま
し
た
。
連
鎖

自
殺
は
一
人
の
自
殺
者
と
心
情
的
に
共
感
す
る
人
々
に
自
殺
が
連
鎖

的
に
広
が
る
も
の
で
す
。
歌
手
の
岡
田
有
希
子
さ
ん
が
自
殺
を
し
た

後
三
〇
名
を
超
え
る
少
女
が
連
鎖
自
殺
を
し
た
こ
と
で
、
マ
ス
コ
ミ

報
道
の
在
り
方
が
見
直
さ
れ
る
よ
う
に
な
り
ま
し
た
。
集
団
自
殺
は

特
定
の
心
情
や
信
念
を
一
に
す
る
者
が
集
団
で
行
う
自
殺
で
す
。

一
九
七
三
年
に
ジ
ム
・
ウ
ォ
レ
ン
・
ジ
ョ
ー
ン
ズ
を
教
祖
と
す
る
人

民
寺
院
が
南
米
ガ
イ
ア
ナ
に
「
ジ
ョ
ー
ン
ズ
・
タ
ウ
ン
」
を
建
設
し

多
く
の
信
者
が
共
同
生
活
を
し
て
い
ま
し
た
が
、
一
九
七
八
年
一
一

月
に
視
察
に
来
た
米
国
の
ラ
イ
ア
ン
議
員
を
殺
害
し
、＂
革
命
的
自

殺
〟
と
訴
え
て
シ
ア
ン
化
合
物
で
集
団
自
殺
を
図
り
、
九
一
五
名
の

人
が
亡
く
な
り
ま
し
た
。
し
か
し
そ
の
う
ち
三
〇
〇
名
は
他
殺
の
可

能
性
が
あ
る
と
い
わ
れ
ま
し
た
。

今
回
は
自
殺
の
特
徴
と
分
類
に
つ
い
て
述
べ
ま
し
た
。
次
回
は
自

殺
の
発
生
に
関
与
す
る
危
険
因
子
と
予
防
に
つ
い
て
紹
介
し
ま
す
。




